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目 的
 近年,骨髄の電子顕微鏡的報告は数を増しつつあるが,その多ぐは血球を対象としたものであ
 り,網内系に関する報告は極めて少い。著者は主として静脈洞内皮と髄索内細網細胞夫々の超微
 細構造と相互関係を究明すると共に,骨髄構築,特に細網細胞および血球の占める地理的な特異
 性を論じた。
 実膜材料および実験方法
 使用動物はウィスター系成熟雌ラット(体重2009前後)で,右大腿骨々髄を観察の対象とし
 た。105頭の劇物を,未処置群,墨粒投一与群,ト・トラースト投与群の5群にわけた。墨粒
 (ペリカン社特注G11/145{a)は,原液0.5CCを尾静豚より注入,5分後,2時間後,10
 時間後,5日後,7日後に断頭屠殺。ト・トラーストは原液0、5㏄を大動脈或いは尾部豚より
 注入,5分後に断頭屠殺。屠殺後直ちに採取した材料の一部はGaulfild氏オスミウム酸で2
 時間固定,他の部は2%グルタールアルデ・・イド前固定(2時間),オスミウム酸後固定〔2時
 間)法を行なった。アセトンにより脱水,Luf七氏によるEpon包埋ブ・ックを,型のごと(
 超薄切片として観した。
 輿.験成績ならびに考按
 (A)骨髄の構築:骨髄組織の基本構造は血管系と実質とに分けられ,実質である髄索は同時に
 血球産生母地でもある。髄索を通る毛細血管は髄索中に開放することなく,閉鎖性に静豚洞に開
 いているが,毛細血管には極めて特異な所見がみられる。直径11μ以上のものでは一屑の平滑
 筋細胞及び弾力線維を有するが,直径5μ程度で,静肱洞に流入する直前のものはその両者を失
 い,血管固有内皮細胞と外膜細胞だけからなる。この血管固有内皮細胞にはp土nocytic
 vesicleを多数認める。これはactivetran8por七の担い手であり,一般にはpo一
 εモcapiエlalyvenOulesに多ぐ見られるものである。この種の所見は,これら毛細管
 が髄索内に多景の液成分を送り込むことを、意味する。す左わち,髄索内を走る毛細血管は組織学
 的に閉鎖性であっても,機能的ないし選択的に開放性であり,これが髄索から静泳洞への圧勾配・、
 を作`)ているという仮説を裏付ける。静豚洞の壁は不完全な基底膜と一層の内皮細胞とからなる。
 内皮縮胞には随所に裂孔があり,時に血球の嵌入を認める。又裂孔∂多寡は固定剤の種類によっ
 て左右されることなどから,常置性開孔説より随時開孔説に賛、意を表したい。
 髄索,では線維性細網諭よび細胞性細網が網目を造りその中に血球成分が象眼され,その他に
 脂肪細胞が散見される。線維性細網は,未処置動物で痕跡的に認められるに過ぎない。細胞性細
 網は,その位置関係から5種に大別される。a)静豚洞の基底膜に接するpericy七eに相当す
 るもの。b)所謂Ery七hronを形成し,高度の貰食を示し,しばしぱ合胞性をなすもの。c)
 毛細血管を包む外膜細胞。
 以上の様な組織構築と関連して血球分布を見ると,顆粒球系幼若細胞は静豚澗'に近く位置する
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 ことが多く,これに対し赤芽球系は静豚洞に遠く位置するが,静豚洞側に近づぐに建って成熟し
 てゆく像を認める。巨核球もしばしば静豚洞に接して存在する。
 (耶骨髄網内系細胞取1)細網内皮:静豚洞内皮は血管固有内皮の形態的特徴であるtight
 諏11C七ionと,不完全な基底膜を有する。との内皮細胞の特異な所見として,墨粒等を旺盛に
 貪食する。赤崎は骨髄洞内皮細胞を細網細胞に属せしめ,血管固有内皮細胞の賦活化されたものと
 見倣したが,上述の所見はこの主張を裏付るところである。
 (2〕髄索内細網細胞これにはa)perioy■e様細網細胞,b)Ery七hronを構成する貪食
 型細網細胞,c)遊離型細網細胞,の3型を区別するととが出来る。a)pericyte様細網細
 胞:小器管の発達が極めて悪く,小型のミトコンドリア及び胞状の粗面小胞体を少数みるにすぎ
 ない。貫食像は未処'置動物にほとんどなぐ,墨粒等の投一与により僅かにみられるが,小器管には
 変化が'ない。b)Ery七hronを構成する・貧食型細網細胞:この細胞の特徴として,ミトコンド
 リアが大型で明僚なクリステをもち,未処置動物でも赤血球やヘモジデリン等を旺盛に貪食して
 い一ることがあげられる。墨粒等の投与を行なうと最も活発な貪食を示し,7日目では一部の細胞
 が墨粒等で充満されるに到る。この様な状態でも遊離化を・みず,依然として細胞性細網を構成し
 ている。又骨髄の脂肪細胞に関し,著者の観察ではEry'thrOnを構成する貰食型細網細胞々体
 にしばしば脂肪滴を認め,脂肪細胞への移行を思わせた。c)遊離型紙綱細胞診よび血液単球:
 これらの細胞の同定,存在や独立性に関する電子顕微鏡的知見は朱だ充分でない。髄索内には円
 型単核細胞で比較的小器管の発達よく,しかも非負食型の細胞が時としてみられる。著者は従来
 の光学顕微鏡レベルに赴ける知見を参酌して,一応の区別を試みた。すなわち遊離型細網細胞と
 見倣したものは直径10μ程度の小型細胞で,円形核を有する。また単球としてとり扱ったもの
 は直径15μ程度の中型細胞で,核に浅い彎入を見,この部に小胞状の滑面小胞体を有する。し
 かし今回の検索では単芽球や骨髄内リンパ小節を見出しえなかったので,'遊離細網細胞と単球の
 異同に関しては今後の検索によらねばならない。
結 論
 ①静豚洞被覆細胞が細網内皮であることの電子顕微鏡的裏付けを行なった。
 ②骨髄細網細胞を,pericy'te様細網細胞,ErythrOnを構成する貪食型細網細胞,遊
 離型細網細胞,のろ種に区別した。
 ③血球の分布は骨髄細網細胞の位置的特異性寿よび毛細血管固有内皮の特異性によって規制
 されてしハると見イ故された。
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 審査結果の要旨
 従来骨髄に関ずる電子顕微鏡的研究には,血球の超微構造を取扱つたものが大部分を占め,組
 織構築を取扱い,そこに重要な地位を占める網内系に注目した業績は殆どない。
 本研究の特色は,ラット骨髄を低倍率(100o～2000倍)の電子顕微鏡で観察を行い,
 個々の組1胞の相互関係を明らかにしながら,そ一れを組織学的に解析:した、点にある。
 骨髄の基本講造は実質を入れる髄索と,その間冗介在する静脈洞内及び髄紫内を走る血曽系と
 がらなる。
 著者は光学顕微鏡による所見と同様,髄索が銀線維に拓当する線維性細網と細網細胞及び外膜
 位{昭和の駒休が作る組!胞性網禽細こより麟成され.,しかもその主体は細胞1睦細網であることをヨ月
 らか1てし、てレ、る。さら乎⊂この紐礁鞍粗罷工を,静月辰洞を爽ずfちするPericyte春着謂協同組帯何と,砧豊索
 内りEryもbronの中心に位置し,細胞質突起を各種血球織1に出して合駒性に連ら薫る貰食型
 細網細胞に分けている。又この仙に髄索内にあっても糊網形成に参加しない遊離型細網細駒をあ
 げている。静脈洞内皮は基底膜を伴う箏,七iπbt31mc駐Onを認める事,貰食機構が異る
 串,細胞li鴬的にも異る点等の所児によって細網細胞と区別せられ,しかもその中に大・卜種々の裂
 隙を認めている。
 著者ldl殖索内の静脈洞に流入する直前の単位の毛細血管に皿icropinOcyUovesicle
 を殊更に多く認めている。こ.のものは本来po8七Gapillaryvenu!eにみられ,体1腋の
 濾出にさいしてのac七i▽e七ransportの拙い手として注目され.ているものに相当する。
 著者はこの程度の毛細血管より多母の体液が髄索内へ濾出され,その結果,毛細前L管から静脈洞
 の方向への圧勾配が生じていることを考えている。
 本研究によってえられた知見は,有機的構築としてこの骨髄にむける体液の移動,網内系細胞
 機能,拝耽球の分化あろいは動員などを理解すろ上て甚だ貴重なものであり,本論文を単位に値す
 るものと認める。
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